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研究主題   進路マニュアルを活用 した より良い進路指導の充実に向けて

1 主題設定の理由
本校 では,中 学部・高等部の開校 2年 目とい うこともあ り,職業教育や進路指導 ,

インター ンシップの手順や進め方について ,今後 ,関係機関 とつなが りを深めなが ら

生徒が主体的に進路希望を実現できるよ うに指導 してい くことが大切であると考える。

本校の現状 として,高等部での進路指導やイ ンターンシップにおいて,各学年の中

で系統性 を踏まえた上での指導について,部・学年間で しつか りと共通理解が され

ていない部分がある。 また,毎年職員の入れ替わ り(学校間,部 間)も あるため,進路

指導やイ ンターンシップの流れ について教員全体に定着を図る部分に課題がある。 こ

れ らを組織的且つ効果的に進 めてい くためには,本校教員が理解できるよ う,さ らな

る明確化 が必要だ と考 える。また,開校 して 2年 目とい うこともあ り今後 ,福祉施設

や一般事業所 について保護者への情報提供であった り,本校進路の取 り組みやインタ

ー ンシ ップ,福祉制度や卒業後の手続 き等の保護者への理解啓発 を促 した りしてい く

ことも必要 となって くる。

このよ うな状況 を改善 してい くために,教員一人一人が本校 の進路指導やインター

ンシップについて共通理解 を図 り,同 じ指導ができることが重要であ り,そ のために

「進路マニュアル」の ような全職員が共通 して活用できるツール を作成 してい く。そ

して,活用 した指導の在 り方を明 らかに していき,計画的・組織的な進路指導が進 め

られ るよ う役立てていきたい。

2 研究のね らい
(1)イ ンターンシ ップや進路選択の場面における共通理解のツール として 「進路マニ

ュアル」を活用す る。初 めて高等部 を担当す る教員でも保護者に対 して,他 の教

員 と同様の対応ができ,進路についての不安を取 り除 くことができる。

(2)学 年 ごとに流れが記載 された進路マニュアル を作成 してい くことで,各部 ,各教

科 ,系統性のある一貫 した指導ができる。

(3)教 員 が保護者 に情報 を発信・提供 していき,本校の進路やインターンシップの流

れ に対す る理解啓発 と同時に生徒 自身が卒業後 の進路について見通 しをもつ こ

とができる。

3 主題に迫 るための方法
研究・検証方法 として ,本校の進路について どの程度理解 しているのか本校の全教

員を対象にアンケー トにて調査す る。その結果を踏 まえた上で,今現在 ,イ ンターン

シップを進 めてい く上で困つていること,保護者対応やインターンシップ先での心構
え等について進路指導全般 に関す る悩みな どを聞き取 りつつ ,進路マニュアルの試案
を作成。そ して,今後の課題 を挙げなが ら改善を図つてい く。



(1)作 成までの手順 と流れについて

。本校教員向けにアンケー トを実施し,

・特別支援学校で作成されているハン

現在の進路に関する悩み等についての把握。

ドブックやマニュアルの活用事例について。

・インターンシップに関する進路マニュアルを作成する上での必要な項目の精選。

・活用した結果をもとに本校に必要な進路に関する情報の整理。

・進路マニュアルを活用した指導の在り方の考察

(2)進 路マ ニ ュアル活用 後 のイ メー ジ図
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進路マニュアルについて,実 際に活用 した時に,保護者 に説明す る際 , どの教員 も同様

に説明す ることができ,保護者がイ ンターンシップに対 して不安をもつ ことなくスムーズ

に進 めてい くことを一つね らい としてい く。また ,進路指導主事を中心に教員に対 しての

マニュアルについての説明であつた り,定期的な研修の場 を設定 した りしてい く。

これ らを円滑に進 めてい くことで ,進路やインター ンシップについて保護者 とも円滑に

話 し合いを進 めてい くことができ,且 つ ,イ ンター ンシップ先 ともスムーズな打ち合わせ ,

そ してインター ンシップが可能 となるのではないか と考える。



: アンケー トの実施 目的
(1)研 究・検証方法
ア 本校教員 に対 して , どの程度 ,本校のインターンシ ップの流れや進路指導について
理解 しているのかをアンケー トにて検証す る。

イ アンケー トを踏まえた上で ,そ の結果 よ り挙がつてきた項 目を洗い出 し,必要な情
報 を精選 してい く。

ウ 精選 した情報 より,教員がインター ンシップを進 めてい く際 に関す ることで本校に
どういつたものがある とよいのか,今後の課題 を挙げてい く。

(2)マ ニュアル を作成す る上でのポイン ト
ア アンケー トか ら挙がつてきた意見を吸い上げて本校のインターンシ ップの流れを理
解 しやすいものに してい く。

イ 本校 のイ ンター ンシップの流れや保護者への説明のタイ ミング (い つ ,何 の資料 を
提示 し,何 をどう説明す るか)に ついて ,教員が見てわかるよ うなものに してい く。

ウ どういった情報が必要か,教員の困つてい ることは何か ,高等部 を担当 した教員が
保護者 に分か りす く説明できるよ うなものに してい く。

(3)方 向性 について
ア マニュアルを作成 してい くことで,よ りよいイ ンターンシップ ,そ して進路指導に
つなげていくことができる。

イ 学校の教員全体の進路指導への意識 も高めていきつつ ,進路担当,教員 ,生徒そ し
て保護者での さらなる共通理解 を図つていけるよ うにしてい く。

5 アンケー ト結果 よ り (8月 調べ :本校教諭 ,講師含む )
(1)調 査結果
本校全職員 90名 にアンケー トを実施 して 73名 分のデータを計上。本校の教員 (講
師含 )の進 路全般に関す ることを選択式 と記述式にてアンケー トにて回答 してもらった。

アンケー トの項 目については,高等部経験者数 ,進路指導主事や進路に関す る係 に在籍
したことのある人数 ,そ してイ ンターンシップや進路全般に関す ることについての項 目
を立てて実施 をした。

以下の (ア )～ (オ )の 図の結果に基づいて本校の現状 と課題について述べていきたい。

ア 高等部経験者数 と高等部経験年数
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左の図 よ り本校については,高 等部経験者数は

の部分では, 5年以上の経験者 は半分程度 , 5年

とから長年経験 してい る教員数は必ず しも多い と

校務分掌等 を抱 える中でのこの数値は必ず しも多

7割程度はいるものの,右 図の経験年数

未満が半分とい う結果 となった。このこ

は言えないとい うことと,実際に様々な

いとは言えないのではないだろうか。



の機

イ 前任校で進路指導主事 ,校務分掌の進路に関す る係への在籍

進路指導主事もしくは進路の係ヘ

□ある(17人 )

□ない(35人 )

次に今までに進路にかかわる校務分掌等の業務 を してきた
「ある」 と回答 した教員数は半数以下 と必ず しも多い とは言

様 々ではあろ うが,な かなか携 わつていない とわか らない こ
年 目である本校は進路指導 とい う部分で力を入れてい く必要

のではないか。

次に,高等部を経験 してきた中で困つたことや難 しかった
どういったことに問題 を抱 えているかを述べてい く。

進麟指導主事及び進路に関する係

の経験者数

□進路指導主事

□進路に関する係

□無

教員数について述べてい く。
えない。各校での進路指導も
とも多いため,や は り開校 2
があるとデータからも言える

ことについてのデータか ら,

ウ 今まで高等部 を経験 してきて困つたことや難
今までに高等部を経験 してきた教員の意見 |

を集約す ると悩みがあるか とい う問いに 90%|
が 「ある」 とい うとい う結果であつた。

進路指導 を進 めてい く中で,容易 に進 めて :
い くことが難 しい部分があると推測 され るが ,

その理由について 「ある」 と回答 した教員の

意見よ り挙がつてきた項 目を以下の図に載せ ‐

る。                      |

「ある」と回答した43人の内訳徹 数回答哺

しか つた ことはあ るか。

高等部を経験してきて進路指導に関する

□ある(43人)

園ない(4人 )

□未回答(1人 )

※単位(カ

生徒への進路指導

保護者への説明

本校進路に関すること

インターンシップに関すること

進路等に関する知識に自信がない

その他

1510

「ある」 と回答 してもらった意見の中か ら「保護者への説明」 とい う部分が多 く挙げ ら

れた。次いで「生徒への進路指導」い う部分でも意見が多 く挙げ られてお り,「 対生徒・保

護者」 とい うところでの指導であった り,理解 して もらうための説明が十分でなかつた り
す る現状があるのだ といえるのではないだろ うか。
「その他」の意見の中か らも ,「 保護者の希望に添 つた情報を提供 した くても自分にそこ

までの知識がない」「生徒 の進路先や本人 と保護者 のニーズの違いがあつた ときの折 り合

いのつけ方」な どが挙げ られた。 これ らよ り,教員への進路の情報 をいかに進路指導主事
や進路の係が伝達す るか ,それが,結果的に保護者への説明につながってい くとい うこと
や教員間での共通理解の図 り方 にも影響が大きい ことが言 える。

これ らのことか ら,高 等部に入 ると卒業後の進路 とい う部分での保護者の悩みであつた
り生徒の進路 に関 しての指導 。相談なども増 えて くるのが現状 としてあることも読み取る

ことができるのではないか。



本校進 路や イ ンター ンシ ップについて

本校進路やインターンシップについて

80%     100%

上の表は本校の進路やインターンシップについて ,ど のようなことに悩みをもつている
のか 4つ の項立てで調査 を実施 した。
半数程度の教員については,おおむね説明す ることができると表か らも読み取れ るが ,

残 りの半数の教員については ,は つき りそ うは思わない とい う回答が得 られた。
インター ンシップの流れ については,高 等部担 当になれば全員が必ず携 わることか らも
理解 しておかなければな らない と考 える。

そ して,そ ういつた情報 についても部や学年間で情報共有することに課題があることが
わかる。その理 由としては,「話 し合 う場の時間が確保す ることが難 しい」「進路か ら話を

聞 ける機会の不足」「本校のインター ンシップの学年毎による形態の違いを理解 しきれて

いない」等の理 由が挙げ られた。

進路指導全般 とい う部分 に関 して も,開校 2年 目とい うこともあるが ,「詳 しい規定がな
いか ら何 をどうすればよいかわか らない」「他学年の流れがわか らない

。様子が見えない」

「生徒の適性 に合つた進路先 を どう見つけてい くか」「保護者・本人のニーズに合 う進路先

と開拓す る難 しさ」な どが挙げ られた。

上記に述べたことか らも,教員一人一人の悩みを解決 してためには本校独 自の進路マニ
ュアルが必要だ と考える。

本校インターンシップの流れα)理解

デュアル型インターンシップの説明

部,学年間の情報共有の困難さ

進路指導全般に関しての困難さ

本校のインターンシップの

流れを説明できる

進路指導やインターンシップ

についての支援の困難さ

□そう思う
日ややそう思う
□どちらとも言えない
□あまり思わない

図思わない

□そう思う

国ややそう思う

日どちらとも言えない

国あまり思わない

困思わない
100%

□そ う思 う

園ややそう思う

日どちらとも言えない

□あまり思わない

0%   20%   40%   60%   80%   100% 
□思わない

最後 に保護者への支援 とい う観点か ら解説 をしてい く。インター ンシップの流れについ

ては 「どちらとも言 えない」を含 めると,約半数が説明す ることに困難 さを抱えていると
い うことが読み取れ る。

もちろんこの数の中には ,現在 ,高等部所属ではない教員方 も含まれてはいるが,他部
でもある程度の情報は知つてお くべ きであろ う情報であると考える。

さらには,実際に生徒への指導や保護者への支援 といった部分では ,さ らに困難 さの割
合が高 くなってい ることか ら,先 にも述べたが進路マニュアルのよ うな確認できるものが
やは り必要 と考え られ る。

保護者への支援について



6 分析
先に述べたア ンケー トの結果 よ り,高等部の経験者が必ず しも多 くない ことと実際に校
務分掌や高等部に所属 していない と,イ ンター ンシップな どの流れ についても,な かなか
わか らない ことも多い とい うことが読み取 ることができる。そのために,保護者や生徒か
ら問い合わせがあつた際に返答に困つて しま う場面やインターンシ ップについても何 をど

う説明すればよいかわか らない といつたことが結果に現れたのではないか と考える。

保護者や生徒 にきちん と筋道 を立てて丁寧に説明を してい くためには,本校用に進路マ
ニュアルのようなものがあると教員の悩みも大 きく緩和 され るはずである。

では,本校の進路マニュアル を作成 してい く上で他県や他校で どのよ うな取 り組みを実
施 して,ど のよ うな項立てで作成 しているのかを参考に しなが ら, どういつた情報や資料
があれば有効な手立て となるかを考 えていきたい。

参考に した事例については「岡山県岡山瀬戸高等支援学校」
「岩手県立総合教育セ ンター」

「神川県立総合教育セ ンター」「千葉市養護教育セ ンター」「山口県教育委員会」「茨城県教

育庁特別支援教育課」のマニュアル を参考に した。

各県 とも 「進路指導ハ ン ドブ ック」「現場実習の手引き」「進路就労支援ハ ン ドブ ック」

な ど名称は様々ではあるが,各 県の項立ての内容 をま とめたものが以下の表である。
【表 1 各県のマニュアルから主な項立てを抜粋したもの

各県の事例 を見て も,「 現場実習 について」か ら,「 実習の流れ」が述べ られてお り,

その後 に 「事前指導や打ち合わせ」,そ して「実習 中の指導」や教員の「巡回指導」やそ
の後の 「評価」 とい う部分までが載せ られていた。県によっては,事例が載せてあった
り,「 Q&A」 「卒業後の支援」 といつた部分 も記載 してあつた りす る県 もあつた。 これ
らを参照に本校でもマニュアル を作 る際の配慮事項やポイ ン トについてま とめてい く。

7 実践方法
(1)進 路マニュアルの試案について
進路指導主事 とアンケー ト結果 を参考に しなが ら 1学期 と 2学期のインターンシップ
について も振 り返 りつつ , どの よ うな項立てをして形に してい くか とい うところで検討
を図つてきた。項 目は本校のイ ンター ンシップの流れに準 じた形 で作成 をしてい く。そ

して ,完成 した物については,一つの冊子に して部主事 ,学年主任 ,そ して各 クラスに
一部ずつ配付 をして周知 を図つていきたい。

(2)本 校 のインター ンシップのシステムについて
【表 2 常陸太田特別支援学校高等部インターンシップ全体図】

～高等部 インターンシップの流れ ～

2年生
1年生

l①のみ学年で実施,②～⑩は進路希望により選択

ア  現場 実習 について (概要 ) イ 実習 の流れや形態  ウ 事前 打 ち合 わせ
工  事 前 。事後指導       オ  実習 日誌      力 巡 回指導
キ お礼状           ク 評価        ケ 実践・活用事例
コ 進 路指 導 の全体計画     サ  卒業後 の支援    シ 関係 諸機 関 との連携
ス  Q&A



まず ,本校高等部のイ ンターンシップの流れ について説明 していきたい。上の図は本
校高等部の流れを示 したものである。本校は,各学年でイ ンターンシ ップの流れが異な
る部分がある。集団デュアル型 【福祉施設】や 集団デュアル型 【企業】,個別連続型と
いつた様にインターンシップの形態が様々であり,それに応じて打ち合わせの方法や必
要な書類の書式も異なる部分もある。

【表 3 常陸太田特別支援学校インターンシップの流れ】

イン ター ン シ ップ の 流 れ

イ ン タ ー ン

シ ッ プ 先 の

決 定

打 ち 合 わ せ

【イ ン タ ー ン
シ ッ プ 先 】

保 護 者 参 観

【イ ン タ ー ン
シ ッ プ 先 】

『
イ ン ター ン シ ッ
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次の図は実際にイ ンターンシップが始まるまでの本校のフローチャー トを示 したもの

である。イ ンターンシ ップ先の決定か ら打ち合わせ ,事後の評価表面談 とい う一連の流
れが記載 されている。

(3)項 立て
「6 分析」の表 1～ 3を 参照に本校のマニュアル を作成 してい くために項立てを した
ものが以下である。

(1)実 施計画 ア 全体実施計画  イ 集団デ ュアル型インター ンシップ (福 祉 )
ウ 集団・個別デュアル型インターンシップ (福祉 。企業 )

(2)各 学年進 路指導の

ア ー マ

1年 「知 る」
2年 「選ボ」
3年 「挑む」

(3)イ ンター ンシップ

について

ンター ンシ ップ全体図
ンター ンシ ップの流れ (連続型 )
ンター ンシップの流れ (デ ュアル型 )

イ

イ

イ

ア

イ

ウ

(4)イ ンター ンシップ

希望調査

希望調査の流れ  イ 希望調査用紙
希望調査用紙サ ンプル

ア

ウ

(5)打 合せ ア 打合せの流れ   イ 打合せ用紙  ウ 打合せ用紙サンプル
(6)イ ンター ンシップ

申請書

ンターンシップ申請書用紙
ンターンシップ申請書担任記入欄 書き方
イ

イ

ア

イ

(7)イ ンター ンシ ップ

日誌

書 式

(8)巡 回 ア 巡回の流れ イ 巡回記録用紙
(9)礼 状

(10)評価表面談 ア 評価表面談の流れ イ 評価表面談記録用紙
(11)通 勤について ア 通勤見極 めの流れ
(12)そ の他 学校休校等のインター ンシ ップ対応

福祉事業所情報   ウ 求人票等
ア

イ

(13)ビ ジネスマナー 電話の掛 け方

身だ しなみ

名刺交換の仕方

訪間のマナー

イ

エ

ア

ウ

(14)校 外学習 ア 進路校外学習全体計画
卒業後 の支援や実践例等 につ い ては開校 2年 目とい う
追記 してい くことで充実 した もの にな るのではないか と
「進路 マ ニ ュアル 」 を作成 して い くこ ととす る。

7

ことで今後実践を積み重ねつつ ,
考える。 この項立てに基づいて



8 考察
アンケー トの結果等を踏まえて ,今 年度は,進路指導の充実を図る観点か ら「進路マ
ニュアル」の作成 を試みた。教員 自身が本校の進路 ,イ ンターンシ ップについて理解す
ることは重要であ り,そ れが結果的に教師の 「わか らない」を解消 してい くことにつな
がることか らも「保護者への説明」「生徒への指導」とい う部分か ら教員がまず本校のイ

ンター ンシップについて 「知 る 。理解す る」 とい うところに着眼 し,作 成できた部分は
良かった。

活用 してみて今後 ,改 善点 も挙がつて くるだろ うと考える。インター ンシップの流れ
や取 り組みについても年々変わる部分 もあるか と思 うので,毎午更新をす るといつた形
で,内 容 を追記 した り,訂正 した りといつたことを繰 り返 していきなが らさらによ り良
いマニュアル を形作つていき,生徒や保護者 に我 々教員が説明責任 を果た していけるよ
うに していきたい。

9 今後の方向性
国立特別支援教育総合研究所専門研究 A(2011),「 特別支援教育高等部 (専攻科 )に お

ける進路指導・職業教育支援プログラムの開発」 において特別支援学校 における進路指   ´

導について『「校内連携」「関係諸機関との連携」「卒業後の支援」「保護者への支援」が

連動 し障害特性や各校の地域性に応 じた実践 と創意工夫をもつて進められることが必要   ‐

不可欠である。特に「校内連携」とい う部分では,「校内職員への情報提供」「進路指導・

職業教育の指導」「現場実習の事前 。事後指導」が重要』と述べ られていることからも今

回の常陸太田特別支援学校独 自の 「進路マニュアル」を作成 していくことは,学校の教
員全体の進路指導やインターンシップについての共通理解 を図 り, さらに意識を高める
ことにもつながるのではないかと考える。

進路マニュアルを活用 していくことで教師の悩みを解消 しつつ ,保護者への適切な情
報の提供 ,そ して生徒への進路指導 とい う部分か らも適切なアプローチをしつつ ,結果 ,

常陸太田特別支援学校における進路指導 ,そ してインターンシップの充実が図れるよ う
今後 さらに研究を進めていく。

そ して実践を積み重ねてい くことで,進路指導全体の充実を図 り,よ り計画的・組織
的に進めていくための方法を検証 していければと考える。

S
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